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ひ
と
ご
と
で
は
な
い

ひ
と
ご
と
で
は
な
い 

豪
雨
災
害

豪
雨
災
害

　
梅
雨
の
季
節
が
近
づ
き
、
今
年
も
豪
雨
災

害
が
心
配
さ
れ
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
　

　
豪
雨
災
害
と
い
っ
て
も
、
可
児
市
で
は
関

係
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
過
去
に

は
、
昭
和
34
年
の
伊
勢
湾
台
風
で
、
全
壊
家

屋
３
２
２
戸
、
浸
水
家
屋
47
戸
の
大
き
な
被

害
が
発
生
し
た
の
を
は
じ
め
、
昭
和
58
年
９

月
に
は
、
台
風
に
よ
る
大
雨
で
木
曽
川
が
氾

ら
ん
し
、
土
田
北
部
の
低
い
地
区
全
域
が
水

に
浸
か
り
、
家
屋
浸
水
37
戸
、
農
地
29
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

近
年
で
は
平
成
11
年
９
月
に
、
市
の
東
南
部

を
中
心
に
時
間
雨
量
75
ミ
リ
を
超
え
る
集
中

豪
雨
が
あ
り
、
市
内
各
地
で
土
砂
崩
れ
が
発

生
し
、
実
際
に
公
民
館
な
ど
に
避
難
さ
れ
た

市
民
も
あ
り
ま
し
た
。

 

ま
た
、
気
象
庁
美
濃
加
茂
観
測
所
で
は
、

こ
れ
ま
で
に
河
川
整
備
の
想
定
雨
量
に
近
い

雨
量
を
記
録
し
て
お
り
、
護
岸
整
備
の
さ
れ

た
河
川
で
あ
っ
て
も
氾
ら
ん
す
る
恐
れ
が
あ

る
こ
と
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 

今
後
も
洪
水
災
害
や
土
砂
災
害
を
も
た
ら

す
よ
う
な
豪
雨
が
、
可
児
市
で
も
降
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

 

洪
水
や
土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

は
、
事
前
情
報
が
最
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

 

事
前
情
報
と
言
え
ば
台
風
情
報
な
ど
の
気

象
情
報
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
が
、
そ
れ
よ
り

も
重
要
な
の
が
、
そ
も
そ
も
あ
な
た
の
家
や

職
場
が
、
ど
の
よ
う
な
地
形
の
地
域
な
の
か

を
事
前
に
知
る
こ
と
で
す
。

 

市
で
は
、
土
砂
崩
れ
の
発
生
し
や
す
い
急

傾
斜
地
崩
壊
危
険
個
所
や
土
石
流
危
険
区
域
、

木
曽
川
と
可
児
川
の
う
ち
で
お
お
む
ね
百
年

に
一
回
程
度
起
こ
る
大
雨
が
降
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
堤
防
が
決
壊
し
た
場
合
に
、
想
定
さ

れ
る
浸
水
区
域
を
示
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
作
成
し
ま
し
た
。

 

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
市
役
所
や
各
連
絡
所

に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
希
望
者
に
は
配

布
し
ま
す
の
で
、
土
木
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
こ
の
情
報
を
、
家
の
建
替
え
時
な
ど

に
も
、
宅
地
の
高
さ
や
家
の
位
置
の
検
討
資

料
と
し
て
利
用
す
れ
ば
、
未
然
に
災
害
か
ら

自
宅
を
守
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

 

実
際
に
大
雨
が
降
っ
て
い
る
場
合
は
、
情

報
を
早
め
に
入
手
し
て
、
避
難
の
必
要
性
の

有
無
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

 

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
気
象
情
報
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
市
で
も
、
可
児
川
や
木
曽
川
の

水
位
が
異
常
に
上
が
っ
た
場
合
、
防
災
行
政

無
線
や
サ
イ
レ
ン
で
避
難
情
報
を
流
し
ま
す

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

 

ま
た
、
可
児
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
防
災

情
報
欄
で
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
気
象
情
報
や

河
川
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

 

も
し
、
避
難
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
で
も

慌
て
ず
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
早
め
に
避
難
す
る

 

子
ど
も
や
お
年
寄
り
、
体
の
不
自
由
な
人

　
な
ど
は
避
難
に
時
間
が
掛
か
り
ま
す
の
で
、

　
で
き
る
だ
け
余
裕
を
持
っ
た
行
動
を
取
り

　
ま
し
ょ
う
。

②
安
全
な
服
装
・
履
物
に
す
る

 

動
き
や
す
い
服
装
、
履
物
で
避
難
し
ま
し

　
ょ
う
。
特
に
、
裸
足
は
危
険
で
す
。

③
二
人
以
上
で
避
難
す
る

 

悪
条
件
で
の
避
難
は
危
険
を
伴
い
ま
す
の

　
で
、
で
き
る
だ
け
二
人
以
上
で
避
難
し
、

　
助
け
合
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
が
け
や
溜
池
の
近
く
は
避
け
る

 

が
け
崩
れ
は
大
雨
な
ど
に
よ
り
突
然
起
こ

　
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
近
く
を
通
ら
な
い

　
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
溜
池
も
堤

　
が
決
壊
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
で

　
き
る
だ
け
近
寄
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

　
う
。

⑤
車
で
の
避
難
は
で
き
る
だ
け
や
め
る

 

体
の
不
自
由
な
人
の
避
難
な
ど
の
特
別
な

　
事
情
を
除
い
て
、
徒
歩
で
避
難
し
ま
し
ょ

　
う
。
車
で
の
避
難
は
交
通
渋
滞
を
招
い
た

　
り
、
道
路
冠
水
な
ど
で
動
け
な
く
な
っ
た

　
り
し
て
、
緊
急
車
両
の
通
行
の
妨
げ
と
な

　
り
ま
す
。

⑥
冠
水
地
は
足
元
に
注
意
す
る

 

水
面
下
に
は
段
差
や
水
路
な
ど
の
危
険
な
個

　
所
も
あ
り
ま
す
。
長
い
棒
を
杖
代
り
に
し

　
て
安
全
を
確
認
し
な
が
ら
歩
き
ま
し
ょ
う
。

 
 

　
災
害
時
に
は
、
電
話
が
殺
到
し
つ
な
が

　
り
に
く
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
と
き
伝
言
板
形
式
の
「
災
害
用
伝
言
ダ
イ

ヤ
ル
」
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
よ
り
開
設
さ
れ
ま
す
。

 

こ
れ
は
、
「
１
７
１
」
と
ダ
イ
ヤ
ル
し
、

音
声
案
内
に
従
っ
て
伝

言
を
録
音
す
れ
ば
、ほ

と
ん
ど
混
雑
な
く
伝
言

が
伝
わ
る
も
の
で
す
の
で
、

家
族
や
知
人
の
安
否
を

確
認
す
る
と
き
な
ど
に

活
用
す
る
と
便
利
で
す
。

 

ま
た
、
大
き
な
災
害

時
に
は
、
携
帯
電
話
会

社
で
も
同
じ
よ
う
な
サ

ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
た
り
、

公
衆
電
話
か
ら
の
電
話

料
が
無
料
に
な
っ
た
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
問
合
先
　
土
木
課

可児市のホームページ

岐阜県土砂災害情報画面

パソコン　http://www.city.kani.gifu.jp
携帯電話（iモード）　http://i.river.go.jp

避
難
地
図
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

ひ
と
ご
と
で
は
な
い

ひ
と
ご
と
で
は
な
い 

豪
雨
災
害

豪
雨
災
害

毎
年
、
日
本
の
ど
こ
か
で
起
き
て
い
る
豪
雨
災
害
。
時
に
は
大
切
な
命
ま
で
奪
わ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
可
児
市
で
も
起
き
な
い
保
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。

忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
災
害
。
大
切
な
の
は
普
段
か
ら
の
備
え
で
す
。

あ
ら
ゆ
る
手
段
で
情
報
収
集
を

避
難
の
と
き
は
注
意
を

災
害
時
に
は
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
の
利
用
を

日ごろからの備えも大切です。
○避難場所や避難経路の確認をしておき
　ましょう。
○梅雨や台風時期など洪水が起こりやす
　い時期には、ラジオ・懐中電灯・救急用品・
　飲料水などの避難用品を身近に備えて
　おきましょう。
○日ごろから隣近所に声を掛け、お年寄りな
　どの弱者にも気配りをしましょう。

豪
雨
は
他
人
事
で
は
な
い

あ
な
た
の
住
む
と
こ
ろ
は
安
全
で
す
か

１日の降水量記録
305mm（平４・８・11）
216mm（平12・９・11）
206mm（平３・９・19）
184mm（昭51・９・９）
133mm（平16・10・20）
129mm（平６・９・17）
119mm（平14・６・14）
119mm（平元・９・３）
119mm（昭63・８・20）
118mm（平９・７・12）

１時間の降水量記録
75mm（平４・８・11）
74mm（平14・６・14）
69mm（昭53・７・８）
51mm（平13・７・12）
51mm（昭63・８・20）
49mm（平10・10・17）
48mm（平元・９・14）
47mm（平３・９・19）
46mm（平10・７・28）
45mm（昭59・７・20）

美濃加茂観測所で観測された記録
（昭和51年４月～平成18年５月）

ひ
と
ご
と
で
は
な
い 

豪
雨
災
害

昭和58年9月の豪雨で浸水した家屋

危険個所や浸水想定区域を示したハザードマップの一部
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今
回
の
介
護
保
険
料
改
定
は
、
平

成
18
年
度
か
ら
平
成
20
年
度
ま
で
に

か
か
る
分
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め

そ
の
期
間
の
高
齢
者
の
人
口
、
要
支

援
・
要
介
護
認
定
者
数
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
の
開
設
な
ど
を
勘
案
し
、

介
護
予
防
お
よ
び
介
護
給
付
に
要

す
る
給
付
費
な
ど
を
予
測
し
ま
し

た
。

 

そ
の
結
果
、平
成
18
年
度
か
ら
平

成
20
年
度
ま
で
に
介
護
保
険
に
要
す

る
費
用
は
約
１
１
６
億
円
と
見
込
ま

れ
、
平
成
15
年
度
か
ら
平
成
17
年
度

ま
で
に
要
し
た
費
用
実
績
約
83
億
円

と
比
較
し
て
、
約
40
パ
ー
セ
ン
ト
増

加
す
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

 

65
歳
以
上
の
人
が
負
担
す
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
（
公
費
負

担
）
に
対
す
る
割
合
は
、
平
成
15

年
度
か
ら
平
成
17
年
度
ま
で
は
原
則

18
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
が
、
平
成
18

年
度
か
ら
平
成
20
年
度
ま
で
は
原
則

19
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
（
次

ペ
ー
ジ
の
円
グ
ラ
フ
参
照
） 

 

し
か
し
、
そ
の
保
険
者
（
市
区
町

村
）
ご
と
の
高
齢
化
率
や
所
得
状
況

な
ど
に
応
じ
て
調
整
が
行
わ
れ
、
可

児
市
に
お
け
る
平
成
18
年
度
か
ら
平

成
20
年
度
ま
で
に
65
歳
以
上
の
人
が

負
担
す
る
割
合
は
、
約
22
パ
ー
セ
ン

ト
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
制
度
改
正
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
第
２
段
階
（
世
帯
全
員
が
住
民

税
非
課
税
の
人
）
が
２
つ
に
細
分
化

さ
れ
、
所
得
段
階
が
従
来
の
５
段
階

か
ら
６
段
階
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課

税
で
、
課
税
年
金
収
入
額
と
合
計
所

得
金
額
の
合
計
が
年
間
80
万
円
以
下

の
人
は
、
よ
り
低
い
保
険
料
率
を
適

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

 
さ
ら
に
可
児
市
で
は
、
所
得
段
階

を
８
段
階
に
細
分
化
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
高
額
所
得
者

に
対
し
て
は
応
分
の
負
担
を
求
め
る

こ
と
で
、
低
所
得
者
層
の
人
の
負
担

の
さ
ら
な
る
軽
減
と
保
険
料
の
基
準

額
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 
　

 
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
20
年
度
ま

で
の
介
護
保
険
料
は
、
基
準
額
（
第

４
段
階
）
が
年
額
４
万
６
５
６
０
円

（
月
額
３
８
８
０
円
）
と
な
り
、
平

成
15
年
度
か
ら
平
成
17
年
度
ま
で
の

介
護
保
険
料
の
基
準
額
の
年
額
３
万

４
８
０
０
円
（
月
額
２
９
０
０
円
）

と
比
較
す
る
と
、
月
額
９
８
０
円
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
上
昇
の
主

な
理
由
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
要
支
援
者
・
要
介
護
者
の
増
加

　
高
齢
者
人
口
の
増
加
、
介
護
保
険

制
度
の
普
及
・
定
着
な
ど
に
よ
り
、

要
支
援
者
・
要
介
護
者
の
数
が
増
え

て
い
ま
す
。
可
児
市
で
は
、
平
成
17

年
10
月
の
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者

数
は
２
０
６
７
人
で
し
た
が
、
３
年

後
の
平
成
20
年
10
月
に
は
、
要
支
援
・

要
介
護
認
定
者
数
は
、
約
２
７
０
０

人
ま
で
増
加
す
る
と
見
込
ん
で
い
ま

す
。

②
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整
備

 
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
20
年
度
ま

で
に
は
、
介
護
療
養
型
医
療
施
設
25

床
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
50
床
、

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
５
カ
所

ほ
ど
が
開
設
予
定
で
す
。

③
高
齢
者
人
口
の
増
加
以
上
に
負
担

　
す
べ
き
保
険
料
が
増
加

 
平
成
17
年
10
月
現
在
の
高
齢
者
数

は
１
万
５
３
３
８
人
で
す
が
、
３
年

後
の
平
成
２０
年
10
月
の
高
齢
者
数
は

１
万
８
４
２
６
人
と
予
測
し
て
お
り
、

約
20
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　
一
方
、
高
齢
者
が
負
担
す
べ
き
介

護
保
険
料
は
平
成
１５
年
度
か
ら
平
成

17
年
度
ま
で
の
実
績
値
が
、
市
全
体

で
約
16
億
円
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

平
成
18
年
度
か
ら
平
成
２０
年
度
ま
で

の
負
担
額
は
、
約
２５
億
５
０
０
０
万

円
に
な
る
と
見
込
ん
で
お
り
、
約
60

パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま

す
。

 
従
っ
て
、
負
担
す
る
人
数
の
増
加

以
上
に
必
要
と
な
る
保
険
料
の
増
加

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
一
人
ひ
と
り

が
負
担
す
る
保
険
料
が
増
加
す
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

 
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
（
第
２

号
被
保
険
者
）
の
保
険
料
額
は
、
国

民
健
康
保
険
や
健
康
保
険
組
合
な
ど
、

そ
の
人
が
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の

算
定
方
法
に
基
づ
い
て
保
険
料
が
決
め

ら
れ
、医
療
保
険
の
保
険
料
と
併
せ
て

納
め
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
加
入

さ
れ
て
い
る
健
康
保
険
組
合
の
事
務

局
な
ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
介
護
保
険
は
、
国
や
自
治
体
の
負

担
金
と
、
40
歳
以
上
の
人
が
納
め
る

保
険
料
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
が
納
め
る
保
険
料
は
、
介
護
保
険

の
大
切
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。
 

 
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
て
い
こ

う
と
い
う
介
護
保
険
制
度
。
よ
り
利

用
し
や
す
く
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先
　
い
き
い
き
長
寿
課

将
来
推
計
を
予
測

６５
歳
以
上
の
人
の
負
担
割
合

介
護
保
険
制
度
で
は
、
現
状
を
分
析
し
、
将
来
の
予
測
を
も
と
に
介
護
保
険
事
業
計

画
を
3
年
ご
と
に
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
併
せ
て
平
成
18
年

度
か
ら
平
成
20
年
度
ま
で
の
介
護
保
険
料
を
改
定
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
65
歳
以
上

の
人
が
負
担
す
る
介
護
保
険
料
や
そ
の
決
ま
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
説
明
し
ま
す
。

制
度
改
正
を
活
用

保
険
料
が
上
昇
し
た
理
由

４０
歳
か
ら
６４
歳
ま
で
の
人

　
　
 
（
第
２
号
被
保
険
者
）

財
源
の
半
分
は
介
護
保
険
料

公費
５０%

保険料
５０%

国の負担金
２0%（※1）

都道府県の負担金
１２.５%（※1）

市区町村の
負担金
１２.５%

６５歳以上の人
（第１号被保険者）

の保険料
１9%

４０歳から６４歳の人
（第２号被保険者）

の保険料
３1%

調整交付金（国の補助金） ５％ 

保険者（市区町村）ごとの
高齢化率や所得状況などに
応じて調整が行われます。

＋（プラス）
サービスの利用者負担（原則として費用の１割）      

（※１） なお、施設給付費に対しては、国の負担金が
　　　　１５％、都道府県の負担金が１７．５％となります。

６５歳以上の人（第１号被保険者）の保険料の支払い方法
皆さんの保険料額、支払方法、納付書などは、６月中旬に郵送します。

※２　これまでは、遺族年金、障害年金は、特別徴収の対象になっていませんでしたが、平成１８年１０月からは特別
　　　徴収の対象となる予定です。

特別徴収（年金天引き） 普通徴収（納付書または口座振替）

対象者

納期など

納付方法

○老齢（退職）年金の額が年間18万円未
　満の人
○老齢（退職）年金の額が年間18万円以
　上の人で以下に該当する場合
 ・年度の途中で65歳になった人
 ・年度の途中で転入した人
 ・年度初め（４月１日）の時点で年金を受
　　け取っていなかった人

市から送付する納付書で保険料を納めてい
ただきます。
なお、口座振替も利用できます。

６月から翌年３月までの毎月末が納期限です。
（年10回）
また、納付書の場合、一括して納めることもで
きます。

○老齢（退職）年金の額が年間18万円以
　上の人

年金の定期払い（年６回）の際に介護保険
料があらかじめ差し引かれます。（※２）

○４、６、８月＝前年度の２月に差し引いた保
　険料額と同額が差し引かれます。（仮徴収）
○10、12、２月＝前年の所得をもとに年間の
　保険料を算出し、そこから４、６、８月の保険
　料を差し引いた金額を10、12、２月に振り
　分けた額が差し引かれます。（本徴収）

６５歳以上の人（第１号被保険者）の平成18年度から平成20年度までの介護保険料

介護保険料基準額の計算式
市の介護保険にかかる費用のうち、第１号被保険者負担分
 　　　　　第１号被保険者数　　　　　　　　　　　

＝保険料基準額

※税制改正（65歳以上の人に対する非課税措置の廃止）に伴い、住民税非課
税から住民税課税になる人やその世帯に属する人に対しては、平成１８年度およ
び平成１９年度の２年間は激変緩和措置がとられます。

段　階 対　　　象　　　者 保険料率 保険料（年額）

第１段階

第2段階

第3段階

第4段階

第5段階

第6段階

第7段階

第8段階

基準額×０.４０

基準額×０.5０

基準額×０.7０

基準額×1     

基準額×1.25

基準額×1.50

基準額×1.65

基準額×1.80

１８,６２０円

23,280円

32,590円

46,560円

58,200円

69,840円

76,820円

83,800円

生活保護を受給している人、または世帯全員が住民税非課税で老齢福祉年金を受けて
いる人

世帯全員が住民税非課税で、課税年金収入額と合計所得金額の合計が年間８０万円
以下の人

世帯全員が住民税非課税で、第１段階および第２段階に該当しない人

世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税非課税の人

本人が住民税を課税されていて、前年の合計所得金額が２００万円未満の人

本人が住民税を課税されていて、前年の合計所得金額が２００万円以上４００万円未満の
人

本人が住民税を課税されていて、前年の合計所得金額が４００万円以上６００万円未満の
人

本人が住民税を課税されていて、前年の合計所得金額が６００万円以上の人

介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す
（
第
３
回
）

介
護
保
険
料
を

 
　
　
　
改
定
し
ま
す

介
護
保
険
料
を

介
護
保
険
料
を

 
　
　
　
改
定
し
ま
す

　
　
　
改
定
し
ま
す

介
護
保
険
料
を

介
護
保
険
料
を

 
　
　
　
改
定
し
ま
す

　
　
　
改
定
し
ま
す

介
護
保
険
料
を

 
　
　
　
改
定
し
ま
す

標準的な負担割合



　
歯
と
口
は
体
の
玄
関
で
あ
り
、
食
べ
物
を

か
み
砕
い
て
（
咀
嚼
）、
食
道
や
胃
に
送
り

込
み
（
嚥
下
）
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
に
さ
ま

ざ
ま
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

○
話
す
こ
と
　
歯
が
な
い
と
う
ま
く
発
音
が

　
で
き
ま
せ
ん

○
脳
へ
の
刺
激
　
よ
く
か
ん
で
食
べ
る
こ
と

　
は
、
脳
へ
の
血
液
の
循
環
を
良
く
し
、
脳

　
の
働
き
を
活
発
に
し
ま
す

○
だ
液
の
役
割
　
殺
菌
作
用
や
免
疫
物
質
を

　
含
む
だ
液
は
、
消
化
作
用
や
食
べ
物
を
飲

　
み
込
む
時
の
手
助
け
以
外
に
、
口
の
中
の

　
自
浄
作
用
や
殺
菌
作
用
、
粘
膜
の
保
護
な

　
ど
の
働
き
を
持
っ
て
い
ま
す
。
よ
く
か
む

　
こ
と
で
だ
液
の
分
泌
が
活
発
に
な
り
ま
す

○
平
衡
感
覚
を
保
つ
　
し
っ
か
り
と
し
た
歯

　
と
か
み
合
わ
せ
は
、
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
保

　
つ
た
め
に
重
要
で
す

○
ス
ト
レ
ス
の
発
散
　
食
べ
る
こ
と
や
話
す

　
こ
と
、
歌
う
こ
と
は
、
ス
ト
レ
ス
の
発
散

　
に
つ
な
が
り
ま
す

○
表
情
を
作
る
　
前
歯
が
一
本
な
く
な
っ
た

　
だ
け
で
、
顔
の
感
じ
が
大
き
く
変
わ
っ
て

　
し
ま
い
ま
す

 

歯
を
失
う
二
大
疾
患
は
、
虫
歯
と
歯
周
病

で
す
（
下
図
参
照
）。
ど
ち
ら
の
病
気
も
、

原
因
は
歯
こ
う
（
プ
ラ
ー
ク
）
中
の
細
菌
で

す
。
こ
れ
ら
は
、
プ
ラ
ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

や
生
活
習
慣
の
改
善
に
よ
り
予
防
で
き
ま
す
。

 

そ
こ
で
、
虫
歯
や
歯
周
病
を
予
防
し
、
全

身
の
健
康
を
守
る
た
め
に
必
要
と
な
る
の
が
、

口
腔
ケ
ア
で
す
。

 

口
腔
ケ
ア
と
は
、
歯
や
歯
ぐ
き
、
舌
な
ど

の
汚
れ
を
取
り
除
い
て
清
潔
に
す
る
こ
と
、

口
腔
機
能
の
維
持
、
回
復
を
目
的
と
し
た
機

能
訓
練
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

 

口
腔
ケ
ア
を
必
要
と
し
て
い
る
人
は
、
摂

食
、
嚥
下
障
害
な
ど
口
腔
機
能
の
低
下
が
見

ら
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か

ら
ケ
ア
を
行
う
こ
と
で
、
虫
歯
や
歯
周
病
の

予
防
、
口
臭
や
誤
嚥
性
肺
炎
を
予
防
し
ま
す
。

ま
た
味
覚
の
改
善
や
会
話
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
改
善
に
も
な
り
、
さ
ら
に
は
、

生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
、
口
腔
機
能
の
維
持
・

回
復
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

 

口
腔
ケ
ア
の
基
本
は
、
自
分
自
身
で
行
う

毎
日
の
ケ
ア
（
セ
ル
フ
ケ
ア
）
と
、
歯
科
医

師
や
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
専
門
的
な
歯
面
清

掃
お
よ
び
口
腔
機
能
に
対
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
（
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア
）

で
す
。
要
介
護
者
は
、
こ
れ
ら
の
ケ
ア
に
加

え
て
、
介
護
職
員
や
看
護
師
の
ケ
ア
が
大
切

に
な
っ
て
き
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
か
か
り

つ
け
の
歯
科
医
院
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

 

介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
人
は
、
口
の
中

の
状
態
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
誤

嚥
性
肺
炎
や
気
道
感
染
予
防
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
口
腔
機
能
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て

低
栄
養
の
改
善
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

 

皆
さ
ん
も
、
日
ご
ろ
か
ら
口
腔
ケ
ア
を
行

っ
て
、
歯
と
口
の
健
康
、
そ
し
て
全
身
の
健

康
を
維
持
し
、
80
歳
で
20
本
の
自
分
の
歯

を
持
つ
「
８
０
２
０
」
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
先
　
健
康
増
進
課

年代別の歯を失う原因

6月4日～10日
歯の衛生週間

口
腔
ケ
ア
で
め
ざ
そ
う
８
０
２
０

口
腔
ケ
ア
で
め
ざ
そ
う
８
０
２
０

歯
と
口
の
働
き

歯
を
失
う
原
因
と
口
腔
ケ
ア

口
腔
ケ
ア
の
基
本
は
２
つ

口
腔
ケ
ア
の
目
的

生
活
の
質
の
向
上
を

最
近
、
口
腔
ケ
ア
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
す
る
か
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
４
月
に
改
正
さ
れ
た
介
護
保
険
制
度
で
は
、
新
設
さ
れ
た
新
予
防
給
付
の
中
に

「
口
腔
機
能
の
向
上
・
口
腔
ケ
ア
」
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
で
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
こ
と
は
、
健
康
で
長
寿
の
秘
け
つ
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
口
腔
ケ
ア
が
必
要
な
の
で
す
。

そ
し
ゃ
く

え
ん 

げ

ご 

え
ん
せ
い

さ
い
き
ん

資料：（財）8020推進財団「はじめよう口腔ケア」
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児童手当の支給対象が児童手当の支給対象が児児児童手当の支給対象が児童手当の支給対象が児童児童童手当の支給対象童手当の支給対象児童手当の支給対象が
６年生まで拡大されました６年生まで拡大されました校６校６小学校小学校校６年生まで拡大されました校６年生まで拡大されました小学校６年生まで拡大されま小学校６年生まで拡大されま小小小学校６年生まで拡大されました小学校６年生まで拡大されました小学校６年生まで拡大されました

今年度から、児童手当の支給対象者がこれまでの小学校3年生までから、小学校6年生までに
広がりました。さらに、所得制限の限度額も引き上げられました。
新たに児童手当を受けようとする児童の保護者の皆さんは、認定請求の手続きが必要です。
平成18年9月29日まで受け付けたものに限り、4月1日または支給要件に該当した日にさかの
ぼって児童手当を支給します。なお、児童手当システムの変更作業に伴い、認定通知書の発
送は7月以降に、支給時期は10月以降になる見通しですので、ご理解をお願いします。

現在、小学校４年生の児童
（平成８年４月２日生まれ～平成９年４月１日生まれ）

　平成18年３月31日まで児童手当を受給していた保
護者の皆さんは、引き続き支給されますので、手続
きは必要ありません。

現在、小学校５年・６年生の児童
（平成６年４月２日生まれ～平成８年４月１日生まれ）

　現在、児童手当を受給していない保護者の皆さんは、
認定請求の手続きを行ってください。
　また、該当する児童がいて、現在手当を受給して
いる保護者の皆さんは、額改定認定請求の手続きを
行ってください。

■受付期間　９月29日（金）まで（土、日、祝を除く）
■受付時間　午前８時30分～午後５時
■受付場所　こども課、兼山振興事務所、各連絡所
 ※広見連絡所、中恵土連絡所は除きます。
 　公務員の人は、勤務先で申請してください。
■認定請求に必要なもの
 ・印鑑
 ・申請者（保護者）名義の金融機関名および口座番
　　号がわかるもの
 ・年金加入証明書または健康保険証の写しと基礎年
　　金番号がわかるもの（国民年金加入者または年金
　　未加入者を除く）
　※17年１月１日と18年１月１日に可児市に住所がな
　　かった場合は、所得課税証明書が必要です。年度に
　　ついては、こども課に問い合わせてください。所得
　　制限の引き上げにより、新たに児童手当を受給で
　　きる場合がありますので、該当する保護者の皆さ
　　んは、認定請求の手続きを行ってください。

  
　　また、子と住所が別の保護者は、子の属する世帯
　全員の住民票と別居監護申立書が必要です。
■額改定請求に必要なもの
 ・印鑑
 

●問合先　こども課

これまで所得制限により
児童手当を受給していない児童
　所得制限の引き上げにより、新たに児童手当を受
給できる場合がありますので、該当する保護者の皆
さんは、認定請求の手続きを行ってください。

申請について

現況届の手続きを
児童手当、特例給付、小学校修了前特例給付を受
けている人を対象に、現況届の受け付けを行って
います。現在受給している人は必要書類を持参し、
手続きを行ってください。
蜷受付期間　６月30日(金)まで（土、日曜日を除く）
蜷受付場所　こども課
蜷必要書類　現況届（現在の受給者には５月末に
　送付）、印鑑、年金加入証明書または健康保険
　証の写しと基礎年金番号が分かるもの（国民年
　金加入者または年金未加入者は除く）

所得制限の限度額
扶養親族
等の数

自営業
（国民年金加入者）

サラリーマン
（厚生年金等加入者）

0人
1人
2人
3人
4人
5人

460万円
498万円
536万円
574万円
612万円
650万円

532万円
570万円
608万円
646万円
684万円
722万円

7 広報かに ２００6.6.１



ひ
ら

現
代
に
伝
わ
る
伝
統
の
舞
い

島
根
県

　
浜
田
市

●
記
　
大
垰
吉
喜
さ
ん（
大
森
）

　
私
の
故
郷
は
、
島
根
県
西
部
に
位
置
す

る
三
隅
町
で
す
。
昨
年
10
月
に
合
併
し
、

現
在
は
浜
田
市
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
海

に
面
し
、
ま
た
総
面
積
の
半
分
以
上
が
山

林
と
い
う
大
変
自
然
に
恵
ま
れ
た
町
で
、

農
業
や
漁
業
、
林
業
が
盛
ん
で
し
た
。

 

子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
夏
に
な
る
と
海
に
出

掛
け
、
素
潜
り
で
サ
ザ
エ
や
ア
ワ
ビ
を
採
っ
て

は
焼
い
て
食
べ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ツ
ツ
ジ

の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
三
隅
公
園
に
は
、

幼
い
わ
が
子
を
連
れ
て
よ
く
出
掛
け
た
も
の

で
す
。
ツ
ツ
ジ
が
見
ご
ろ
を
迎
え
る
５
月
上

旬
に
は
多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

 

そ
し
て
、
一
番
の
思
い
出
は
石
見
神
楽
。

石
見
地
方
（
島
根
県
西
部
）
に
古
く
か
ら

伝
わ
る
伝
統
芸
能
で
、
き
ら
び
や
か
な
衣

装
や
面
を
着
け
た
人
が
笛
や
太
鼓
の
お
囃

子
に
合
わ
せ
て
舞
う
姿
に
は
、
思
わ
ず
見

入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
私
が
住
ん
で
い
た
当

時
は
、
10
月
の
間
毎
日
必
ず
町
内
の
ど
こ

か
で
行
わ
れ
て
お
り
、
日
暮
れ
か
ら
翌
日
の

夜
明
け
ま
で
夜
を
徹
し
て
楽
し
ん
だ
も
の
で

し
た
。
石
見
神
楽
は
、
伝
統
芸
能
で
あ
る

と
同
時
に
最
大

の
娯
楽
で
も
あ
っ

た
の
で
す
。
な
か

な
か
見
に
行
け

な
く
な
り
ま
し

た
が
、
忘
れ
ら

れ
な
い
大
切
な

思
い
出
で
す
。

８１

　
近
年
、
国
際
化
、
情
報
化
、
少

子
高
齢
化
、
価
値
観
の
多
様
化
な

ど
が
急
速
に
進
展
し
、
社
会
環
境

が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

 

そ
ん
な
中
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

を
生
き
る
青
少
年
に
は
、
物
事
を

理
論
的
に
考
え
る
力
や
自
分
の
主

張
を
正
し
く
伝
え
る
力
、
広
い
視

野
、
柔
軟
な
発
想
や
創
造
性
な
ど

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

可
児
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

は
、
青
少
年
た
ち
の
主
張
を
よ
り

多
く
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い
、

理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
平

成
18
年
度
少
年
の
主
張
可
児
市
大

会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
次
世

代
を
築
く
青
少
年
の
思
い
を
聞
き

に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
期
日
　
６
月
10
日
（
土
）

●
時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜

●
会
場
　
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下

　
恵
土
）

●
発
表
者
　
市
内
各
中
学
生
の
２

　
年
生
12
人
（
各
校
代
表
２
人
）

●
発
表
内
容
　
Ａ
＝
社
会
や
世
界

　
に
向
け
て
の
意
見
、
未
来
へ
の

　
希
望
や
提
案
な
ど
　
Ｂ
＝
家
庭
、

　
学
校
生
活
、
社
会
（
地
域
活
動
）

　
お
よ
び
身
の
回
り
や
友
達
と
の

　
関
わ
り
な
ど
　
Ｃ
＝
テ
レ
ビ
や

　
新
聞
で
報
道
さ
れ
て
い
る
少
年

　
の
問
題
行
動
、
大
人
や
社
会
の

　
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
に
対
す
る

　
意
見
や
感
想
、
提
言
な
ど

●
入
場
料
　
無
料

※
な
お
、
当
日
は
「
善
行
少
年
」

　
の
表
彰
を
併
せ
て
行
い
ま
す
。

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
青
少
年

　
係 青

少
年
育
成
だ
よ
り
澁

聞
い
て
く
だ
さ
い
 
青
少
年
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

広島県

島根県浜田市

▲勇壮な舞いが魅力の石見神楽（浜田市提供）

▲日ごろの思いを発表する中学生（昨年）

島根県

8
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バラの魅力を全国に発信中
●岩佐好晃 さん（長坂･67歳）

　「バラを見ていると心が癒やされる」とほほ笑む
岩佐さん。花フェスタ記念公園に咲くバラの魅力を
多くの人に知ってもらおうと、平成９年から自身の
ホームページ「私の街バラの町」でバラ情報を発信
しています。
 バラとの出会いは12年前。旅行で訪れたニュージ
ーランドで、家々の庭先を彩るきれいなバラに目を
奪われたことがきっかけでした。
 花フェスタ記念公園にはオープン当初から通いつめ、
写真撮影やデータ収集におよそ２年間を費やして開
設したこのホームページ。今では、全国からバラに
関する質問や紹介してほしいバラのリクエストが寄
せられるようになりました。
 「香りもバラの魅力。その素晴らしさを伝えるこ
とができれば」と、現在も週２、３回は同公園に足
を運び、バラを見守り続けています。
（ホームページ：http://iwasa.la.coocan.jp/）

会員を募集

◎可児市ジュニア・アーチェリークラブ

 平成18年度会員を追加募集します。

●募集人数　１～２人

●資格　小学５年生以上で、練習に参加でき

　　　　る人

●練習日時　毎週金曜日の午後７時～９時

●練習場所　可児市弓道場（谷迫間）

●入会金　4,000円（保険料ほか）

●申込・問合先　可児市アーチェリー協会の

　　　　　　　  林さん　蕁烽２７７７

今年のひなまつりはパパ
にちらしずしを作ってもら
ったよ！おいしかった☆ きょうはわたしの大好き

な公園に来たよ！いっぱい
遊ぶぞ～♪

〒509-0292　広見一丁目1番地　「こっちむいてパシャッ」係
　 kouhou@city.kani.gifu.jp（２５０キロバイト～１.５メガバイト程度で撮影）
※お子さんの名前（ふりがな）、生年月日、保護者の氏名、住所、
　電話番号、コメントを30文字程度を明記してください。

かわいいお子さんの写真を受け付けています。
ぜひご応募ください。

9
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今
年
で
開
園
１０
周
年
を
迎
え
た
花
フ
ェ
ス

タ
記
念
公
園
で
は
、
４
月
２２
日
（
土
）
か
ら

春
ま
つ
り
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

 
４
月
２９
日
は
、
「
は
な
花
パ
レ
ー
ド
」
が

行
わ
れ
、
花
で
飾
っ
た
人
や
車
が
公
園
内
を

パ
レ
ー
ド
し
、
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま

し
た
。
ま
た
、
「
竹
楽
器
を
作
っ
て
遊
ん
で

竹
竹
バ
ン
ブ
ー
」
「
森
の
め
ぐ
み
塾
」
「
地

球
環
境
塾
」
な
ど
の
講
座
が
開
催
さ
れ
、
た

く
さ
ん
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

　
５
月
５
日
に
は
、
全
国
の
小
中
学
校
や
公

的
施
設
に
ア
ン
ネ
の
バ
ラ
を
配
布
す
る
「
ア

ン
ネ
の
バ
ラ
贈
呈
式
」
が
行
わ
れ
、
８８
施
設

に
（
財
）
花
の
都
ぎ
ふ
花
と
緑
の
推
進
セ
ン

タ
ー
か
ら
鉢
植
え
の
バ
ラ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

 
春
ま
つ
り
は
６
月
２５
日
（
日
）
ま
で
、
開

催
さ
れ
ま
す
。

　
５
月
３
日
か
ら
５
日
ま
で
の
３
日
間
、
さ

さ
ゆ
り
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
で
、
特
別
企
画
「
ご

み
と
遊
ぼ
う
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 
「
廃
材
で
作
る
け
ん
玉
」
は
、
造
形
作
家

安
藤
知
哉
さ
ん
指
導
の
も
と
、
木
の
切
れ
端

や
紙
の
筒
な
ど
を
使
っ
て
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
自
分
だ
け
の
け
ん
玉
作
り
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
け

ん
玉
を
試
す
参
加
者
の
笑
い
声
が
、
わ
く
わ

く
体
験
館
の
ピ
ロ
テ
ィ
に
響
き
ま
し
た
。

 
も
う
一
つ
の
企
画
「
廃
び
ん
ペ
ン
立
て
」

で
は
、
リ
ユ
ー
ス
で
き
な
い
お
酒
の
び
ん
な

ど
を
自
分
で
カ
ッ
ト
し
、
熱
を
加
え
て
切
り

口
を
波
型
に
カ
ー
ブ
さ
せ
、
涼
し
げ
な
ペ
ン

立
て
を
作
り
ま
し
た
。
熱
し
て
軟
ら
か
く
な

っ
た
ガ
ラ
ス
に
型
押
し
す
る
場
面
で
は
、
体

験
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
驚
き
の
た
め
息
が

漏
れ
ま
し
た
。

 
通
常
の
体
験
コ
ー
ス
の
参
加
者
も
あ
り
、

に
ぎ
や
か
な
大
型
連
休
で
し
た
。

花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園
開
園
1０
周
年

世
界
一
の
バ
ラ
園
春
ま
つ
り

さ
さ
ゆ
り
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク

ご
み
と
遊
ぼ
う

アンネのバラを受け取る施設の代表者

華やかに「はな花パレード」が繰り広げられました

蜻人気の寄せ植えコンテスト

▼森のめぐみ塾

真剣な表情で廃びんペン立て作りに挑戦

小さな子どもにも人気のサンドブラスト

廃材でけん玉作りを楽しむ子どもたち

10
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市
民
に
よ
る
水
質
調
査
と
ブ
ル
ー
リ
バ
ー

作
戦
を
進
め
る
市
民
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

「
め
だ
か
の
楽
校
」
と
可
児
市
に
よ
り
、
４

月
２９
日
に
春
の
川
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
１３
回
目
の
今
回
は
、
幼
児
か
ら
大
人
ま
で

２０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
自
然
の
中
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

を
楽
し
み
な
が
ら
、
兼
山
湊
や
市
役
所
北
側

の
可
児
川
で
水
質
調
査
を
行
い
、
い
ず
れ
も

透
視
度
が
１
０
０
㎝
以
上
と
良
好
な
結
果
が

得
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
可
児
川
で
は
子
ど

も
た
ち
は
タ
モ
を
手
に
、
川
に
入
っ
て
水
生

生
物
の
調
査
に
目
を
輝
か
せ
ま
し
た
。

　
５
月
１４
日
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
春

の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
が
、
市
内
全
域
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
各
地
域
で
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
地
区
の
花
壇
や
道
路
、
公
共
施
設
の
清
掃

を
行
っ
た
後
、
ブ
ル
ー
サ
ル
ビ
ア
、
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
、
日
々
草
、
ベ
ゴ
ニ
ア
、
ポ
ー
チ

ュ
ラ
カ
な
ど
、
夏
を
彩
る
草
花
の
苗
を
植
え

ま
し
た
。

　
５
月
１３
日
、
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
で
、
可

児
市
国
際
交
流
協
会
第
７
回
定
期
総
会
が
開

催
さ
れ
、
全
国
有
数
の
外
国
人
集
住
都
市
で

あ
る
可
児
市
の
現
状
や
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
審
議
し
ま
し
た
。

　
総
会
の
後
、
弁
護
士
の
師
岡
康
子
さ
ん
に

よ
る
、
多
文
化
・
民
族
時
代
の
中
で
の
教
育

施
策
の
課
題
に
つ
い
て
講
演
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
講
演
終
了
後
の
、
イ
ン
ド
・
ブ
ラ
ジ
ル
の

料
理
を
囲
ん
で
の
交
流
会
で
は
、
参
加
者
が

異
文
化
の
味
を
楽
し
み
な
が
ら
、
交
流
の
輪

を
広
げ
ま
し
た
。

春
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動

み
ん
な
で
花
の
ま
ち
を
作
ろ
う

可
児
市
め
だ
か
の
楽
校

春
の
川
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

国
際
交
流
協
会

在
住
外
国
人
の
こ
ど
も
の
未
来
の
た
め
に

美しいロケーションの兼山湊で水質調査

どれどれ、見てみよう

うまく捕まえることができるかな

講師の師岡康子さん

みんなで花の植え替え（今渡台）

11 広報かに 2006.6.1



【市役所】〒509-0292 広見一丁目1番地　蕁烝1111
URL http://www.city.kani.gifu.jp/

土曜窓口

　市は、毎月第１、３土曜日に、市民課と税務
課で証明書発行業務などを行っています。
●時間　午前９時～正午
●場所　市役所（入口は庁舎西口）
●業務内容　住民票・戸籍の証明書・印鑑
証明書・各種税務証明書の発行、戸籍の
届け出の受け付け、納税相談

※住所変更と印鑑登録はできません。
　（外国人についても同様です）

土曜窓口

6/3貍・6/17貍・7/1貍

●
期
日
　
６
月
２５
日
（
日
）

●
時
間
　
午
後
２
時
〜
（
午
後
１
時
３０
分
開

　
場
）

●
場
所
　
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下
恵
土
）

●
曲
目
　
歌
劇
「
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｔ
」
よ

　
り
、
バ
ッ
ク
・
ト
ゥ
・
ザ
・
フ
ュ
ー
チ
ャ

　
ー
ほ
か

●
入
場
料
　
無
料

 
問
合
先
　
同
楽
団
の
土
屋
さ
ん
　

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕁
烽
３
６
６
２

 

　

   

手
づ
く
り
絵
本
大
賞
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
絵
本
作
家
の
あ
べ
弘
士
さ
ん
の
原
画
展

と
、
あ
べ
さ
ん
の
動
物
絵
本
を
使
っ
て
遊
ぶ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

原
画
展

▽
期
日
　
６
月
２１
日
（
水
）
〜
２６
日
（
月
）

▽
時
間
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時
３０
分

　（
２６
日
は
正
午
ま
で
）

▽
場
所
　
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▽
期
日
　
６
月
２５
日
（
日
）

▽
時
間
　
午
後
１
時
〜
３
時

▽
場
所
　
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
者
　
幼
児
か
ら
一
般
ま
で
（
幼
児
は

　
保
護
者
同
伴
）

▽
定
員
　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
費
　
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
１
０
０
０

　
円

▽
申
込
方
法
　
生
涯
学
習
課
公
民
館
係
へ
電

　
話
で
申
し
込
む

　
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
公
民
館
係
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕁
烝
２
０
０
５

 

　

 

●
期
日
　
６
月
１７
日
（
土
）

●
時
間
　
午
後
１
時
３０
分
〜
（
午
後
１
時
開

　
場
）

●
場
所
　
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

●
タ
イ
ト
ル
　
詩
よ
響
け
（
人
間
は
既
に
自

　
然
界
の
生
き
物
で
は
な
い
の
か
）

●
入
場
料
　
無
料
（
当
日
の
午
後
零
時
３０
分

　
か
ら
会
場
入
り
口
で
入
場
整
理
券
を
配
布
）

　
問
合
先
　
同
会
の
山
闢
さ
ん

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕁
烽
４
３
６
２

  
　 

●
期
日
　
６
月
１７
日
（
土
）

●
時
間
　
午
後
６
時
３０
分
〜

●
場
所
　
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

●
内
容
　
武
満
徹
の
混
声
合
唱
の
た
め
の
う

　
た
蠢
・
蠡
よ
り
、
信
長
貴
富
の
宮
崎
駿
ア

　
ニ
メ
映
画
音
楽
集
よ
り

●
出
演
　
指
揮
＝
馬
場
継
仁
さ
ん
　
ピ
ア
ノ

　
＝
佐
合
香
苗
さ
ん

●
入
場
料
　
５
０
０
円
（
当
日
券
あ
り
）

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　
託
児
は
あ
り
ま
す
（
要
予
約
）
。

　
問
合
先
　
池
尾
さ
ん
　
蕁
０
９
０
（
４
１

　
８
３
）５
４
４
９
、電
子
メ
ー
ルbluehoney

　@
m
ac.com

      

　

  

か
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
は
、
「
つ
な
げ
よ

う
、
広
げ
よ
う
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
輊
わ
輅
」
を
テ

ー
マ
に
、
11
月
２６
日
（
日
）
に
広
見
公
民
館

ゆ
と
り
ピ
ア
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
団
体
紹
介
や

市
民
交
流
を
盛
り
上
げ
る
お
祭
り
、
「
か
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
６
」
を
開
催
し
ま

す
。
そ
こ
で
企
画
運
営
に
参
加
す
る
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象
者
　
市
内
在
住
・
在
勤
で
高
校
生
以

　
上
の
人

●
申
込
締
切
　
６
月
３０
日
（
金
）

 

申
込
・
問
合
先
　
同
セ
ン
タ
ー

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕁
烟
１
２
２
２

募
集

In
vitation

12

可
児
市
民
吹
奏
楽
団

２０
周
年
記
念
演
奏
会
を
開
催

か
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
６

実
行
委
員
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

合
唱
団
　
輊
獏
輅（
ば
く
）

初
夏
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

詩
と
声
の
二
木
会

現
代
詩
の
朗
読
と

　
　
　
ピ
ア
ノ
演
奏
の
ス
テ
ー
ジ

手
づ
く
り
絵
本
大
賞
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

原
画
展
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
開
催

催
し

E
ven

t



 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ん
で
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
岐

阜
は
、
団
塊
の
世
代
が
地
域
で
新
た
な
活
躍

の
場
を
創
出
で
き
る
よ
う
な
講
座
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日
と
内
容

●
時
間
　
い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
４
時
（
３
、

　
５
回
は
午
後
４
時
３０
分
ま
で
）

●
場
所
　
い
ず
れ
も
名
城
大
学
都
市
情
報
学

　
部
（
虹
ケ
丘
）

●
対
象
者
　
昭
和
２２
、
２３
、
２４
年
生
ま
れ
の

　
人
を
優
先

●
定
員
　
２４
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費
　
３
０
０
０
円
（
５
回
分
）

 
申
込
・
問
合
先
　
同
事
務
所
　
蕁
０
５
０

　（
５
２
０
１
）７
０
４
４
、蕭
烽
５
０
１
０
、　

　
電
子
メ
ー
ルnpo-03@

m
a.ctk.ne.jp 

　

 　
 

 
可
児
警
察
署
・
可
児
地
区
交
通
安
全
協
会
・

可
児
安
全
運
転
管
理
部
会
は
、
職
場
や
地
域

な
ど
の
チ
ー
ム
に
よ
る
無
事
故
・
無
違
反
コ

ン
テ
ス
ト
の
参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。

●
実
施
期
間
　
７
月
１
日
〜
１２
月
３１
日
ま
で

　
の
６
カ
月
間

●
参
加
資
格
　
市
内
に
居
住
、
通
勤
し
て
い

　
る
人
で
、
普
通
免
許
を
有
し
て
い
る
ペ
ー

　
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
以
外
の
人

●
チ
ー
ム
構
成
　
１
チ
ー
ム
５
人

●
募
集
数
　
２０
チ
ー
ム
（
先
着
順
）

●
参
加
費
　
無
料
　

●
申
込
方
法
　
可
児
警
察
署
に
あ
る
申
込
用

　
紙
を
提
出
す
る
か
郵
送（
〒
５
０
９
蝟

０
２
０

　
２
中
恵
土
２
３
１
３
蝟

２
）
す
る

●
申
込
締
切
　
６
月
２０
日
（
火
）

●
表
彰
　
チ
ー
ム
全
員
の
無
事
故
・
無
違
反

　
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
、
賞
品
を
進
呈
（
１

　
年
以
上
無
事
故
・
無
違
反
の
人
に
Ｓ
Ｄ
カ

　
ー
ド
を
進
呈
）

 
申
込
・
問
合
先
　
可
児
警
察
署

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕁
烋
０
１
１
０

期　日 内　　　　　　容 講　　　　　師

６月18日
（日）

６月25日
（日）

7月9日
（日）

7月16日
（日）

7月30日
（日）

安全・安心なまちづくり～災害など
から市民の安全を守るには～

柄谷友香さん（名城大学都市情報
学部助教授）

「好きなまちで仕事を創る」～コミ
ュニティ起業家の仕事とは～

小出宗昭さん（ＳＯＨＯ@しずおかイン
キュベーションマネージャー）

人生のネクストステージをコーチング！
浅井真帆さん（国際コーチ連盟プロ
フェッショナル認定コーチ）

「野菜づくり」は「地域づくり」～団
塊世代が繋ぐ地産地消～

熊谷正道さん（日進野菜塾代表）

ＮＰＯ実践座談会（県南三圏域ＮＰ
Ｏ法人と参加者交流）

福祉・教育・環境・コミュニティビジネ
スなどの各ＮＰＯ代表者

1

2

3

4

5

　市は、平成19年度の新規採用職員を次のように募集します。受験資格や試験についての詳細は、必ず試験案内で確
認してください。
●試験実施概要

※１　小論文試験は、1次試験と同一の日に実施しますが、１次試験合格者のみを採点の対象とし、得点は２次試験の結果に反映されます。
●申込方法
 秘書課に備え付けの申込書に必要事項を記入し、上表の受付期間内（土・日曜日を除く）の午前８時30分から午後５
　時までに、同課へ申し込む。
 なお、郵送の場合は受付期間内に必着（最終日午後5時）すること。
●問合先　秘書課

市の職員を募集　～活気あるまちづくりにあなたの力を～市の職員を募集　～活気あるまちづくりにあなたの力を～

試験区分
採用
予定
人員

受　験　資　格 受付期間

１次試験
・試験日

 ・試験会場
 ・試験内容

２次試験
・試験日

 ・試験会場
 ・試験内容

３次試験
・試験日

 ・試験会場
 ・試験内容

上級
一般事務

上級
精神保健
福祉士

初級
保育士・幼
稚園教諭

3人

1人

2人

６月１日
（木）
～

６月21日
（水）

大学卒業程度の学力を有し、昭和55年４月２日
から昭和60年４月１日までに生まれた人
大学卒業程度の学力を有し、昭和52年４月２日
以降に生まれた人で、精神保健福祉士資格を
有するかまたは平成19年３月31日までに取得見
込みの人

短大卒業程度の学力を有し、昭和57年４月２日
以降に生まれた人で、保育士資格及び幼稚園
教諭免許の両方を有するかまたは平成19年３月
31日までに取得見込みの人

・７月23日（日）
・県立可児高校
・択一式による教
　養試験、事務適
　性検査および小
　論文試験　※1

・７月23日（日）
・県立可児高校
・択一式による教養
　試験、事務適正検
　査および専門試験

・8月下旬（予定）
・未定
・集団討論試
　験および適
　性検査

・9月下旬（予定）
・未定
・個別面接試
　験

・9月上旬（予定）
・未定
・集団討論試験、実技
　試験および適性検査

・10月上旬（予定）
・未定
・個別面接試
　 験
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団
塊
世
代
塾

団
塊
パ
ワ
ー
を
地
域
に

交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

チ
ー
ム
で
安
全
運
転
を



●
日
時
と
場
所
な
ど

●
対
象
者
　
ウ
イ
ル
ス
や
不
正
ア
ク
セ
ス
行

　
為
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
守
り
た
い
人
、

　
こ
れ
か
ら
パ
ソ
コ
ン
を
始
め
た
い
人

●
申
込
受
付
開
始
日
　
６
月
１０
日
（
土
）

 
申
込
・
問
合
先
　
西
岡
さ
ん

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕁
烽
６
９
７
２

  
　

  
市
は
、
新
成
人
の
門
出
を
祝
う
平
成
１９
年

可
児
市
成
人
式
を
、
来
年
１
月
７
日
（
日
）

に
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
成
人
式
を
自
分
た
ち
の
手
で
企

画
・
運
営
す
る
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

一
緒
に
心
に
残
る
成
人
式
を
創
り
上
げ
て
み

ま
せ
ん
か
。

●
内
容
　
成
人
式
の
記
念
冊
子
、
記
念
イ
ベ

　
ン
ト
な
ど
の
企
画
お
よ
び
成
人
式
当
日
の

　
司
会
進
行
な
ど
の
運
営

●
対
象
者
　
平
成
１９
・
２０
年
に
成
人
式
を
迎

　
え
る
人
（
昭
和
６１
年
４
月
２
日
〜
６３
年
４

　
月
１
日
生
ま
れ
）

●
申
込
方
法
　
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
、

　
フ
ァ
ク
ス（
蕭
烙
６
７
５
１
）、電
子
メ
ー
ル

（s
y
o
g
a
ig
a
k
u
s
y
u
@
c
ity
.k
a
n
i.g
i

　fu
.jp

）
、
電
話
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込

　
む

●
申
込
締
切
　
６
月
３０
日
（
金
）

 
申
込
・
問
合
先
　
生
涯
学
習
課

  
　
　

 
　
　
　
　

 
市
民
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
「
資
源
活
用

グ
ル
ー
プ
」
は
、
着
物
の
リ
フ
ォ
ー
ム
講
座

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
タ
ン
ス
の
奥
に

眠
っ
て
い
る
着
物
や
浴
衣
な
ど
を
再
利
用
し

ま
せ
ん
か
。

●
期
日
　
６
月
２４
日
、
７
月
８
日
、
２２
日
の

　
い
ず
れ
も
土
曜
日
（
３
回
で
１
講
習
）

●
時
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

●
場
所
　
今
渡
公
民
館

●
内
容
　
着
物
・
浴
衣
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て

　
別
の
物
を
作
る

●
講
師
　
長
尾
智
子
さ
ん
（
和
服
活
用
研
究

　
会
）
ほ
か

●
持
ち
物
　
裁
縫
道
具
、
着
物
や
浴
衣
な
ど
、

　
昼
食

●
定
員
　
１５
人
（
抽
選
）

●
参
加
費
　
無
料

●
申
込
締
切
　
６
月
１２
日
（
月
）

 
申
込
・
問
合
先
　
環
境
課

Ｉ
Ｔ
寺
子
屋

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
の
受
講
生
を
募
集

平
成
19
年
可
児
市
成
人
式

成
人
式
企
画
運
営
委
員
を

 

　
　
　
　
　
　
募
集
し
ま
す

資
源
活
用
グ
ル
ー
プ

着
物
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
よ
う
！

昨年の運営委員の皆さん

情報公開制度
 平成17年度の情報公開制度および
個人情報保護制度の運用状況

　公正でより開かれた市政を実現することを目的
とした「情報公開制度」と、個人の権利利益の保
護を図り、市民に信頼される市政を推進すること
を目的とした「個人情報保護制度」の平成17年度
の運用状況を公表します。
＜情報公開制度＞
 平成17年度の情報公開請求は、76件ありました。
主な内容は、土地改良事業に関する書類、土地開
発に関する書類、下水道事業に関する書類などです。
これらの請求に対しての処理状況は、表１のとお
りです。
 公開請求に対する部分公開、非公開などの決定
について請求者が納得できないときは、不服を申
し立てることができます。昨年度は不服申立があ
りませんでした。
 （表１）情報公開請求および処理状況
 

＜個人情報保護制度＞
 平成17年度の自己情報の開示請求は、15件あり
ました。主な内容は、住民票戸籍交付・異動関係
書類、医療に関する書類などです。これらの請求
に対しての処理状況は、表２のとおりです。
 なお、自己情報の訂正、削除、利用などの中止
の請求はありませんでした。
 また、この制度でも情報公開制度と同様に、不
服を申し立てることができます。昨年度は、不服
申立はありませんでした。
 （表２）個人情報開示請求および処理状況

●問合先　まちづくり推進課

請求件数

76

全面公開

26

部分公開

10

非公開

1

不存在

39

却下

0

検討中

0

請求件数

15

全部開示

10

部分開示

1

非開示

0

不存在

4

却下

0

検討中

0

講座名

期　日

時　間

場　所

定　員

受講料

インターネットセキュリティー パソコン入門

７／８、22、
８／５、19、
９／９、23
のいずれも土曜日

７／６、20、
８／３、17、
９／７、21
のいずれも木曜日

午後３時30分～５時30分

16人（先着順）

4,050円（テキスト代
を含む）

4,000円（テキスト代
を含む）

広見公民館ゆとりピア 春里公民館
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市
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
場
に
あ
る
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
利
用
す
る
た
め
の
講

習
会
で
す
。
受
講
を
希
望
す
る
人
は
事
前
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
期
日
と
講
習
時
間

●
場
所
　
市
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
場
（
坂

　
戸
・
海
洋
セ
ン
タ
ー
隣
）

●
対
象
者
　
高
校
生
以
上
（
子
ど
も
連
れ
の

　
参
加
は
不
可
）

●
定
員
　
各
１８
人
（
先
着
順
）

●
持
ち
物
　
運
動
の
で
き
る
服
装
、
屋
内
シ

　
ュ
ー
ズ

●
受
講
料
　
５
０
０
円
（
釣
り
銭
の
必
要
が

　
な
い
よ
う
に
）

●
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
体
育
連
盟
窓
口

　
で
申
し
込
む
（
当
日
の
申
し
込
み
は
受
け

　
付
け
で
き
ま
せ
ん
）

●
申
込
開
始
日
　
６
月
１２
日
（
月
）
午
前
８

　
時
３０
分

※
講
習
時
間
の
１０
分
前
に
は
受
け
付
け
を
済

　
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

 
問
合
先
　
同
連
盟
事
務
局
蕁
烝
８
６
０
０

  
　

  
「
歴
史
」
を
テ
ー
マ
に
市
内
の
公
共
施
設

を
見
学
し
ま
す
。

●
期
日
　
６
月
２８
日
（
水
）

●
時
間
　
午
前
９
時
５０
分
〜
午
後
３
時

●
集
合
場
所
　
①
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
・

　
午
前
９
時
２０
分
集
合
）
　
②
中
恵
土
公
民

　
館
（
午
前
９
時
４０
分
集
合
）

●
対
象
者
　
一
般
成
人
（
乳
幼
児
は
同
伴
で

　
き
ま
せ
ん
）

●
定
員
　
３５
人
（
抽
選
）

●
コ
ー
ス
　
可
児
郷
土
歴
史
館
（
久
々
利
）

　
蝸
兼
山
歴
史
民
俗
資
料
館
蝸
兼
山
や
す
ら

　
ぎ
館
（
昼
食
）
蝸
川
合
考
古
資
料
館

※
昼
食
は
弁
当
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切
　
６
月
１６
日
（
金
）

 
申
込
・
問
合
先
　
市
政
情
報
課

  　　 ●
期
日
　
６
月
１１
日
（
日
）

●
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

●
場
所
　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
坂
戸
）

●
参
加
資
格
　
健
康
で
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
に
興

　
味
が
あ
る
小
学
５
年
生
以
上
の
人

●
参
加
費
　
６
０
０
円
（
１
人
）

●
持
ち
物
　
屋
内
シ
ュ
ー
ズ
、
運
動
の
で
き

　
る
服
装

※
で
き
る
だ
け
事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

　
い
。

 
申
込
・
問
合
先
　
塚
越
さ
ん

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕁
濟
１
８
３
３

　
 

 
市
教
育
委
員
会
と
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
は
、
自
然
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
物
づ
く

り
を
体
験
す
る
「
親
と
子
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
体

験
ツ
ア
ー
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日
　
７
月
２３
日
（
日
）

●
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
市
役
所

　
集
合
・
解
散
）

●
場
所
　
こ
も
れ
び
の
里
（
東
白
川
村
神
土
）

●
内
容
　
簡
単
な
郷
土
料
理
づ
く
り
（
ホ
オ

　
葉
寿
司
）
、
木
工
体
験
、
森
の
中
で
の
ゲ

　
ー
ム
な
ど

●
対
象
者
　
小
学
生
以
上
の
親
子

●
定
員
　
３０
人
（
抽
選
）

●
参
加
費
　
１
人
５
０
０
円

●
申
込
締
切
　
７
月
１０
日
（
月
）

 
申
込
・
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
 

自然の物を使った工作に取り組む参加者（昨年）

市
政
見
学
バ
ス

市
内
の
「
歴
史
」
を
巡
ろ
う

可
児
市
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会

可
児
市
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

　
　
　
　
　
　
　
参
加
者
を
募
集

夏
休
み
ネ
イ
チ
ャ
ー
体
験

ネ
イ
チ
ャ
ー
体
験
で

　
　
　
　
　
　
自
然
に
親
し
も
う

春の叙勲
さまざまな分野で長年活躍された人におくられた春
の叙勲。市内からは、お一人が受章されました。

危険業務従事者叙勲
危険業務従事者叙勲は、警察官、自衛官など著しく
危険性の高い業務に励まれた人を表彰する叙勲です。
市内からは、お一人が受章されました。

旭日双光章
〈地方自治功労〉
元兼山町長
渡邊芳彦さん
（兼山　78歳）

瑞宝単光章
〈警察功労〉
元岐阜県警部
林　久夫さん
（今渡　78歳）

期　　日

７月４日（火） 午前10時　
　　～正午

７月7日（金） 午後７時　
　　～９時

午後７時　
　　～９時

午後７時　
　　～９時

７月15日（土）

７月22日（土）

７月26日（水）午前10時　
　　～正午

講習時間
可
児
市
体
育
連
盟

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会
の

　
　
　
　
受
講
者
を
募
集
し
ま
す

15 広報かに ２００6.6.１
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市
、
市
家
庭
教
育
推
進
協
議
会
と
市
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
は
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
可
児

の
協
賛
で
開
催
す
る
家
庭
教
育
合
同
講
演
会

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日
　
７
月
６
日
（
木
）

●
時
間
　
午
後
１
時
〜
２
時
３０
分
（
午
後
零

　
時
３０
分
開
場
）

●
場
所
　
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下
恵
土
）

●
講
師
　
明
橋
大
二
さ
ん
（
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

　
ン
セ
ラ
ー
・
医
師
）

●
入
場
料
　
無
料

●
申
込
方
法
　
○
往
復
は
が
き
に
参
加
希
望

　
者
全
員
の
氏
名
、
代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・

　
電
話
番
号
を
記
入
し
、
生
涯
学
習
課
生
涯

　
学
習
係
あ
て
に
送
る
　
○
保
育
園
、
幼
稚

　
園
、
小
中
学
校
の
保
護
者
の
人
は
、
自
宅

　
に
届
く
チ
ラ
シ
で
申
し
込
む

●
申
込
締
切
　
６
月
２０
日
（
火
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
締
切
後
も
、

　
残
席
が
あ
る
場
合
は
電
話
に
て
申
し
込
み

　
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

　
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

  

　

   

総
合
教
室
セ
ン
タ
ー
可
児
分
室
は
、
親
子

で
農
業
や
自
然
に
親
し
む
第
４
回
土
曜
親
子

体
験
学
園
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日
　
７
月
２２
日
（
土
）

●
時
間
　
午
前
１０
時
〜
正
午

●
場
所
　
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
可
児
分
室
（
坂

　
戸
）

●
内
容
　
夏
の
昆
虫
探
偵
団
（
ク
ワ
ガ
タ
ム

　
シ
、
カ
ブ
ト
ム
シ
な
ど
の
甲
虫
の
採
取
と

　
育
て
方
）

●
対
象
者
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

●
定
員
　
１０
組
２０
人
（
抽
選
）

●
参
加
費
　
無
料

●
申
込
方
法
　
「
第
４
回
」
、
児
童
の
学
年

　
と
氏
名
、
保
護
者
の
氏
名
、
郵
便
番
号
、

　
住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
は
が
き
（
〒

　
５
０
９
ー
０
２
４
１
　
坂
戸
１
０
２
４
ー

　
１
）
か
フ
ァ
ク
ス
（
蕭
烟
０
６
６
７
）
で

　
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
可
児
分
室
あ
て
に
送

　
る

●
申
込
締
切
　
６
月
３０
日
（
金
）

　
問
合
先
　
同
分
室
　
　
　
蕁
烝
３
９
２
２

可
児
市
家
庭
教
育
合
同
講
演
会

見
逃
さ
な
い
で
！

　
　
　
子
ど
も
の
心
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
可
児
分
室

親
子
で
農
業
や
自
然
に

　
　
　
　
　
　
　
　
親
し
も
う

市民税・県民税の納税通知書を発送します

　平成18年度の市民税・県民税納税通知書を６月12日に発送します（勤務先か
ら特別徴収で納付されている人は、５月10日に各事業所あてに発送しています）。
 今年の市民税・県民税については、平成16年、17年度の税制改正により、次
のような点が前年までと比べて変更となっています。

①定率減税の縮減
 平成11年度から実施されていた定率減税の率が
　従来の半分となっています。
 平成18年度
 　　所得割額の７．５％（上限２万円）
 平成17年度まで
 　　所得割額の１５％（上限４万円）
②妻の均等割課税
 均等割を課税される夫と生計が同一の妻の均等
　割額が半額課税から全額課税となっています。
 　平成18年度から……4,000円
 　平成17年度まで……2,000円
③老年者控除の廃止
 65歳以上で合計所得金額1,000万円以下の人が所
　得から差し引かれていた老年者控除（４８万円）
　は廃止されています。
④公的年金等控除額の縮小
 国民年金や厚生年金などの公的年金の収入額か

　ら所得を算定する際に控除する公的年金等控除
　額（65歳以上の人のみ）が縮小しています。こ
　れにより、仮に前年と同額の公的年金を受給さ
　れていても所得額が増加することとなります。
⑤65歳以上の人に適用されていた非課税措置の廃
　止
 65歳以上で、合計所得金額が１２５万円以下の
　人に対する非課税措置が廃止され、平成18年度
　から20年度にかけて段階的に課税されることと
　なりました。
 　平成17年度まで……非課税
 　平成18年度…………三分の一課税
 　平成19年度…………三分の二課税
 　平成20年度から……全額課税
 詳細については、昨年の広報かに11月１日号を
ご覧になるか市税務課までお問い合わせください。
 
●問合先　税務課

明橋大二さん

【市役所】〒509-0292 広見一丁目1番地　蕁烝1111
URL http://www.city.kani.gifu.jp/
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子
ど
も
た
ち
と
の
関
わ
り
方
や
、
家
庭
や

地
域
の
中
で
笑
顔
に
な
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぶ
講
座
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日
　
６
月
２５
日
（
日
）

●
時
間
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

●
場
所
　
中
恵
土
公
民
館

●
内
容
　
子
育
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講

　
座
〜
地
域
ま
る
ご
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

　
ン
〜

●
講
師
　
中
澤
美
依
さ
ん
（
平
安
女
学
院
大

　
学
教
授
）

●
対
象
者
　
子
育
て
中
の
親
、
子
ど
も
に
関

　
わ
る
活
動
を
し
て
い
る
人
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

　
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
学
び
た
い
人

●
定
員
　
２
０
０
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費
　
無
料

●
申
込
方
法
　
氏
名
、
住
所
を
、
フ
ァ
ク
ス

　（
蕭
烙
６
７
５
１
）、
電
子
メ
ー
ル
（syogaig

　akusyu@
city.kani.gifu.jp

）、　
電
話
の

　
い
ず
れ
か
で
申
し
込
む

●
申
込
締
切
　
６
月
２１
日
（
水
）

※
手
話
通
訳
を
希
望
す
る
人
は
、
６
月
９
日

　（
金
）
ま
で
に
、
託
児
を
希
望
す
る
人
（
先

　
着
２０
人
）
は
、　
締
切
日
ま
で
に
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
問
合
先
　
生
涯
学
習
課

     
　

  
市
は
、
今
年
金
婚
式
を
迎
え
る
ご
夫
婦
に

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。
該
当
す
る
人
は
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者
　
昭
和
３１
年
中
に
結
婚
し
た
夫
婦

●
申
込
方
法
　
い
き
い
き
長
寿
課
お
よ
び
兼

　
山
振
興
事
務
所
、
各
連
絡
所
に
備
え
付
け

　
の
申
請
用
紙
に
記
入
の
上
、
申
し
込
む

●
申
込
締
切
　
６
月
２３
日
（
金
）

 
申
込
・
問
合
先
　
い
き
い
き
長
寿
課

   
　

  
市
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
条
例

を
策
定
す
る
、
策
定
委
員
会
を
開
催
し
ま
す
。

 
傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
前
日
ま
で
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
期
日
　
６
月
２２
日
（
木
）

●
時
間
　
午
後
７
時
か
ら
お
お
む
ね
２
時
間

●
場
所
　
総
合
会
館
（
市
役
所
向
か
い
）

●
内
容
　
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
の
骨
子

　
の
検
討

 
問
合
先
　
総
合
政
策
課

   
　

  
利
用
す
る
人
は
、
必
ず
予
約
し
て
か
ら
お

出
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
期
日
　
６
月
１８
日
（
日
）

●
時
間
　
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
）

●
相
談
料
　
無
料

●
相
談
時
間
　
１
相
談
に
つ
き
分
４０
分
以
内

●
相
談
内
容
　
○
不
動
産
登
記
（
売
買
・
贈

　
与
・
相
続
・
遺
言
な
ど
）
○
商
業
登
記
（
会

　
社
設
立
・
役
員
変
更
な
ど
）
○
簡
易
裁
判

　
所
訴
訟
代
理
（
訴
訟
額
１
４
０
万
円
以
下

　
の
訴
訟
）
○
多
重
債
務
問
題
（
過
払
い
金

　
返
還
請
求
・
自
己
破
産
な
ど
）
○
裁
判
事

　
務
・
本
人
訴
訟
支
援
（
訴
状
・
答
弁
書
作

　
成
）
な
ど

●
定
員
　
１２
人
（
先
着
順
）

●
予
約
電
話
番
号
　
蕁
０
５
８
（
２
４
８
）

　
１
７
１
５

●
受
付
時
間
　
月
〜
金
曜
日
の
午
後
１
時
〜

　
４
時

 
問
合
先
　
同
支
部
　
　
　
蕁
澪
８
３
３
０

   
　
　

 ●
勤
務
期
間
　
７
月
１
日
〜
平
成
１９
年
３
月

　
３１
日
（
更
新
あ
り
）

●
勤
務
時
間
　
○
給
食
調
理
員
＝
月
〜
金
曜

　
日
の
午
前
８
時
〜
午
後
４
時
３０
分
　
○
事

　
務
職
員
＝
月
〜
金
曜
日
の
午
前
８
時
３０
分

　
〜
午
後
５
時
１５
分

●
勤
務
場
所
　
○
給
食
調
理
員
＝
市
内
調
理

　
場
　
○
事
務
職
員
＝
可
児
市
勤
労
者
総
合

　
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
姫
ケ
丘
）

●
募
集
人
数
　
○
給
食
調
理
員
（
パ
ー
ト
）

　
＝
２
人
　
○
事
務
職
員
（
嘱
託
）
＝
１
人

●
募
集
期
間
　
６
月
１
日
（
木
）
〜
１５
日
（
木
）

　
申
込
・
問
合
先
 
同
公
社
蕁
烋
０
１
１
１

案
内

G
u

id
an

ce

可
児
市
家
庭
教
育
推
進
協
議
会

子
育
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
　
講
座
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

（
財
）可
児
市
公
共
施
設
振
興
公
社

給
食
調
理
員
と

　
　
　
　
　
事
務
職
員
を
募
集

金
婚
式
を
迎
え
る
ご
夫
婦
へ

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
策
定
委
員
会

第
４
回
策
定
委
員
会
を
開
催

岐
阜
県
司
法
書
士
会
中
濃
支
部

無
料
法
律
相
談
を
行
い
ま
す

　市内では、最近、利用した覚えがない架空
の「民法指定消費料金」や「総合消費料金」
などを請求するはがきが届いたという内容の
消費生活相談が増加しています。
 はがきには「差し押さえを強制執行する」
とか「自宅に回収に行く」と不安をあおり、「万
が一、身に覚えがない場合は早急にご連絡く
ださい」などと電話をかけさせるための文言
が書いてあります。
 このような身に覚えのない請求をするはが
きが届いた場合は、連絡をとらずに無視しま
しょう。
 ただし、裁判所の手続きを悪用する形で請
求してきた場合は注意がいります。まず、本
当に裁判所からの通知であるか確認する必要
があります。封書に書いてある電話番号に連
絡するのではなく、電話番号案内（１０４）
などで裁判所の電話番号を確かめてから、そ
の書類の真意を確かめましょう。正規のもの
である場合は放置しておくと支払義務が確定
してしまいます。
 ご心配な場合は、市の消費生活相談窓口ま
でご相談ください。（相談日は19ページをご
覧ください）
●問合先　商工観光課　

利用した覚えのない
 架空請求

利用した覚えのない
 架空請求

ご注意ください



収集地区  金物類・
 粗大ごみ

缶
ペットボトル
トレー資源 

中恵土・下恵土・禅台寺・
徳野南・平貝戸・明智・
石森・石井

 今渡・土田

 菅刈・西帷子・緑・鳩吹台・
 若葉台・虹ケ丘

 東帷子・愛岐ケ丘・長坂・
 光陽台・長洞・帷子新町

川合・川合北・谷迫間・
清水ケ丘・日本ランド・
美里ケ丘・坂戸・矢戸・
塩・塩河・室原・坂戸台

久々利・羽崎・二野・緑ケ丘・
羽生ケ丘・瀬田・柿田・しらさ
ぎ・渕之上・兼山

下切・北姫ニュータウン・
みずきケ丘・今・広眺ケ丘・
広見

桜ケ丘・皐ケ丘・桂ケ丘・
小滝苑・柿下・大森・松伏・
大森台・星見台
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【市役所】〒509-0292 広見一丁目1番地　蕁烝1111
URL http://www.city.kani.gifu.jp/

28貉 21貉

22貅 15貅

12豺 19豺

15貅 22貅

21貉 28貉

13貂 20貂

9貊 16貊

16貊 23貊

6月のごみ・リサイクル資源収集日

ゆ
ず
り
ま
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

外
国
人
労
働
者
問
題
啓
発
月
間

外
国
人
労
働
者
の
適
正
な

　
　
　
雇
い
入
れ
に
ご
理
解
を

可
児
明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
協
議
会

家
庭
教
育
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　
勉
強
会
を
開
催

無
料
移
動
相
談
窓
口

創
業
か
ら
経
営
に
関
す
る

　
　
　
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す

　
６
月
は
「
外
国
人
労
働
者
問
題
啓
発
月
間
」

で
す
。

 

外
国
人
は
、
就
労
が
認
め
ら
れ
た
専
門
的
・

技
術
的
分
野
の
職
業
等
以
外
で
は
働
く
こ
と

は
で
き
ず
（
日
系
人
な
ど
は
、
単
純
労
働
が

可
能
）
、
外
国
人
労
働
者
に
も
労
働
関
係
法

令
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
外
国
人
労
働
者
を
適

正
に
雇
用
し
、
不
法
就
労
の
防
止
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。
　

 

外
国
人
労
働
者
を
直
接
ま
た
は
間
接
的
に

雇
用
さ
れ
て
い
る
事
業
主
の
人
は
、
毎
年
６

月
１
日
現
在
の
雇
用
状
況
を
、
６
月
３０
日
ま

で
に
管
轄
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で
報
告
し
て

く
だ
さ
い
。

 

問
合
先
　
岐
阜
労
働
局
職
業
対
策
課
　
蕁

　
０
５
８
（
２
６
３
）
５
５
６
３
ま
た
は
ハ

　
ロ
ー
ワ
ー
ク
多
治
見
蕁
０
５
７
２
澤
３
３

　
８
１

  

　

  

美
濃
加
茂
社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
が
収

納
事
務
を
行
い
ま
す
。
納
め
忘
れ
が
あ
る
人

な
ど
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
期
日
　
６
月
２１
日
（
水
）

●
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
場
所
　
可
児
市
役
所
　
国
保
年
金
課

●
持
ち
物
　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
窓
口

　
開
設
の
案
内
は
が
き
ま
た
は
年
金
手
帳

●
問
合
先
　
市
国
保
年
金
課

  

　

  

●
期
日
　
①
６
月
８
日
（
木
）
　
②
７
月
１２

　
日
（
水
）

●
時
間
　
午
前
１０
時
〜
正
午

●
場
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
）

●
講
師
　
谷
口
育
子
さ
ん
（
ぎ
ふ
家
庭
教
育

　
研
究
所
所
員
）

●
演
題
　
①
上
手
な
兄
弟
の
育
て
方
　
②
子

　
ど
も
は
遊
び
の
中
で
育
つ

●
入
場
料
　
無
料

 

問
合
先
　
奥
村
さ
ん
　
蕁
烙
４
８
５
９

  

　

  

東
濃
産
業
労
働
協
会
は
、
特
定
化
学
物
質

お
よ
び
四
ア
ル
キ
ル
鉛
等
作
業
主
任
者
技
能

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日
　
６
月
２２
日
（
木
）
、
２３
日
（
金
）

●
時
間
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
５
時
（
受

　
け
付
け
は
午
前
９
時
〜
）

●
場
所
　
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
（
土
岐
市
土
岐

　
津
町
）

●
受
講
料
　
９
６
８
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
を

　
含
む
）

●
定
員
　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

●
申
込
締
切
　
６
月
１６
日
（
金
）

 

申
込
・
問
合
先
　
同
協
会

 

　
　
　
　
　
　
蕁
０
５
７
２
濆
４
５
９
５

  

　
　

 

県
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
無
料
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

●
期
日
　
６
月
１４
日
（
水
）
、
２８
日
（
水
）
、

　
７
月
１２
日
（
水
）
、
２６
日
（
水
）

●
時
間
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
○
６
月
＝
総
合
会
館
（
市
役
所
向

　
か
い
）
　
○
７
月
＝
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

申
込
・
問
合
先
　
（
財
）
岐
阜
県
産
業
経

　
済
振
興
セ
ン
タ
ー
蕁
０
５
８
（
２
７
７
）

　
１
０
９
６
ま
た
は
可
児
商
工
会
議
所
蕁
烋

　
０
０
１
１

 

不
用
品
紙
上
交
換

●
ゆ
ず
り
ま
す

 

電
気
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
（
通
称
き
ん
ぎ
ょ
運

　
動
と
呼
ば
れ
て
い
た
健
康
器
具
、
ほ
と
ん

　
ど
使
用
し
て
い
な
い
）
取
り
に
来
ら
れ
る

　
人
に
無
料
で
。
山
田
さ
ん
　
蕁
烙
４
４
０

　
４

●
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

 

陶
芸
用
電
気
窯
（
使
用
可
能
な
も
の
で
１０

　
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ま
で
）
。
半
田
さ
ん
　
蕁
烽

　
０
７
６
８

　
問
合
先
　
商
工
観
光
課

国
民
年
金

保
険
料
納
付
窓
口
の
開
設

東
濃
産
業
労
働
協
会

講
習
会
を
開
催
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期　　日

回収団体

回収品目

収集時間
場　　所

6月25日（日）

可児市生活学校

瓶、缶、ペットボトル、
トレー、発泡スチロール、
紙類（新聞とチラシは別に
する）

午前９時～11時の間に
総合会館分室駐車場
（ＪＲ可児駅西）へ

資源集団回収にご協力を

●市県民税

●国民健康保険税
　介護保険料

6月の税金

1期

あこがれママ教室（3課）

母子健康手帳交付

１歳６か月児健康診査

こども相談

離乳食モグモグ教室
こども歯みがき相談

法律相談

住宅（建築）相談

心配ごと相談

ことば・発達相談

発達と教育の相談会

生涯楽習相談

消費生活相談

乳児健康診査・離乳食相談

ポリオ

３種混合（初回・追加）

●対象者　生後３カ月以上90カ月未
満で、百日せきにかかったことのな
い子（３～８週間の間隔で３回接種）
※初回（３回目）終了後１年～１年
半の間隔で追加接種を受けてくださ
い。

●期日　６月16日（金）　●受付時
間　１時20分～２時　●場所　保健
センター　●対象者　16年２月生ま
れ　●内容　歯科健診、歯こう染め
出し、ブラッシング指導、おやつ指
導　●持ち物　母子手帳、エプロン、
タオル、歯ブラシ、手鏡、コップ　
●申込先　健康増進課（前日までに）

●期日　６月15日（木）　●受付時間
９時～10時30分　●場所　保健セン
ター　●対象者　乳幼児を持つ人　
　

●期日と場所　○６月16日（金）＝
保健センター　○６月23日（金）＝
総合会館（市役所向かい）　●受付時
間　９時15分～９時30分　

●期日　６月16日（金）　●受付時
間　９時～９時10分　●場所　保
健センター　●内容　臨月からお産、
乳房の手当て

●期日　６月27日（火）　●受付時間
９時45分～10時　●場所　総合会
館　●対象者　離乳中期以降の子ど
もを持つ人　●持ち物　エプロン、
三角きん、手ふき　●申込締切　６
月20日（火）　●申込先　健康増進
課

●対象者　投与日を基準として、生
後３カ月から90カ月までの乳幼児で、
未投与者と１回投与済者　※２回目
投与は、１回目との間隔を６週間以
上空けてください。
　

●期日　６月21日（水）　●受付時
間　１時～１時15分　●場所　保
健センター　●対象者　18年２月
１日～15日生まれ　※離乳食の進
め方、調理方法について相談に応じ
ます。

●期日　６月23日（金）　●受付時
間　１時～１時15分　●場所　保
健センター　●対象者　16年11月
16日～30日生まれ　

●期日と場所　〇６月11日（日）＝文化
創造センター（下恵土）　〇６月19日（月）
＝市役所１階相談室　●時間　１時
～４時　※子どもボランティア
相談も受け付けます。　●問合
先　生涯学習課

●期日　６月20日（火）　●受付
時間　１時～２時　●場所　福祉
センター（今渡）　●問合先　ま
ちづくり推進課

●期日　６月14日（水）　●時間
１時30分～３時30分　●場所　総
合会館分室（ＪＲ可児駅西）　●申込
方法　各幼稚園、各保育園、小中
学校に備え付けの相談申込書で申
し込むか、教育研究所へ電話で予
約する　●問合先　同研究所　蕁
烙４８４１

●期日　６月16日（金）　●時間
１時～４時　●場所　市役所１階
相談室　※耐震、住宅性能表示制度、
保証制度などの相談も受け付けま
す。　●問合先　建築指導課

●日時　平日の３時30分～４時30
分に電話で受け付け、予約　●場
所　養護訓練センター（可児警察
署西）●申込・問合先　同センタ
ー　蕁烟０２５５

●期日と場所　○毎週月・水・金
曜日＝市役所１階相談室　※６月
16日（金）、19日（月）は商工観
光課　●時間　９時30分～２時30
分　●問合先　同課

●期日　毎週火曜日　●時間　１
時～４時　●場所　福祉センター
●問合先　市社会福祉協議会　蕁
烝１５５５

乳児健診・１歳６か月児健診と保健センターで行われる予防接種の番号札は、午前８時30分から受付に用意しています。番号
札を利用する場合は、母子健康手帳を持参の上、お越しください。　　　　　　　　　　　　　●問合先　健康増進課

期日 受付時間 場　　所

6/13（火）

6/20（火）
2時～2時30分

久々利公民館

今渡公民館

期日 受付時間 場　　所

6/15（木）

6/22（木）
2時～2時30分

下恵土公民館

姫治公民館



可児才蔵の墓
（広島市東区　才蔵寺）

【材料（６人分）】

鶏ひき肉３００ｇ／しその葉７枚／玉ねぎ１５０ｇ／絹さや３０ｇ／Ａ

（溶き卵Ｓサイズ１個・パン粉１２ｇ・みそ２７ｇ）／鶏ガラスープの

素小さじ２強／水９００ｃｃ／塩・こしょう

【作り方】

①しその葉は粗みじん切り、玉ねぎはくし形に切る。

②絹さやは筋を切り、塩ゆでする。

③ボールにひき肉とＡを入れ、ねばりが出るまで混ぜ、しその葉

　を加えて混ぜる。

④鍋に水を入れ、鶏ガラスープを入れて煮立て③をスプーンで

　団子にして入れ、玉ねぎも入れて煮る。最後に絹さやを加え、

　塩・こしょうで味を整える。

【栄養成分（１人分当たり）】

エネルギー120kcal／タンパク質12.6g／脂質5.3g／カル

シウム23mg／食塩0.7g

●問合先　健康増進課しそ風味がきいていて、とてもおいしいですよ。

「もったいない」で
　　地球にやさしい暮らし

環 境 に
やさしい
生活術38

「しそつくねのスープ」

食生活改善推進協議会がお届けする

その25

●問合先　環境課

　アフリカ人女性で初のノーベル平和賞を受賞したケニ

ア環境副大臣のワンガリ・マータイさんは、日本語の「も

ったいない」という言葉に感動し、この精神を世界中に

広め、地球環境を守ろうと呼び掛けています。これをき

っかけに、今、世界で「もったいない」という言葉が注

目されています。

 この言葉は、ほかの国の言葉には訳しにくいそうです。

「もったいない」には、物を大切にしようという物への

思いやりや感謝の心が込められているだけでなく、日本

固有の生活文化、日本人古来の心・生き方が表されてい

るのです。

 この言葉一つで、物を捨てない、無駄にしない、節約

する、再利用するなど、

環境にやさしい生活をお

くることができます。環

境課では「もったいない」

をキーワードに環境にや

さしい生活を提案した冊

子を配布しています。　

　６月は環境月間です。

皆さんも「もったいない」

を合言葉に、今の生活を

見直してみましょう。

 

　前編で才蔵を「可児市

出身とされる」としまし

たが、才蔵の出生地につ

いては諸説があり、はっ

きりとはしません。その

姓や「美濃の人」という

要素から「おおむね当時

の可児郡（こおり）の人」

としておきましょう。

 武士の出世には仕える

あるじの運も重要な要素

であり、現に羽柴秀吉に早くから仕えたものの大半が

大名になっています。その点、才蔵には主家運があま

りありませんでした。彼は主家を転々とし、斉藤龍興、

柴田勝家、明智光秀、織田信孝、羽柴秀次、前田利家

などを経て、福島家に落ち着いたとされますが、彼の

仕えた家の大半は滅亡しています。

 晩年は福島家の采地である広島で過ごし、深く信仰

していた愛宕権現の縁日に死ぬと予言し、そのとおり

没したといわれています。広島市東区の才蔵寺は彼を

祀ったお寺で、才蔵の好物であったみそを供えて祈る

と、脳の病に効くという「ミソ地蔵」は脳＝学業とい

うことからも受験生などに人気があり、今も香の煙が

絶えないそうです。

●問合先　市史編さん室
 （総合会館分室東棟・ＪＲ可児駅西）蕁烋４６０１

20
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　近年、国内でも局地的な豪雨が観測

され、各地で大きな被害をもたらして

います。その原因は、地球温暖化であ

るといわれています。

　一方、人工的に雨を降らせる研究が

進められているとの新聞記事を読みま

した。安定して必要なところに必要な

だけ雨を降らすことができれば、干ば

つや水不足を解消することができるで

しょう。しかし、人類が地球の法則に

逆らい気象を操作するということが、

地球環境に悪影響を与え、地球から大

きなしっぺ返しを受けるのではないか

と心配します。（樹）

広報かには、ボランティアグループに
より音訳・点訳されています。音訳
版または点訳版の広報を希望する
人は、市政情報課にご連絡ください。

編集後記

●「“食”から始めるエコライフ」展
　6月3日（土）～6月18日（日）（本館）

●「思い出の数々を絵筆に託して」展
　6月24日（土）～7月6日（木）（本館）

●「第２回　沖縄の心を染める紅型」展
　6月7日（水）～6月25日（日）（帷子分館）

●「手づくり三昧　パート４」展　
　6月29日（木）まで（桜ケ丘分館）

『月とシャンパン』有吉玉青／著（光文社）

『秀吉の枷』上下　加藤廣／著（日本経済新聞社）

『町長選挙』奥田英朗／著（文藝春秋）

『栄光なき凱旋』上下　真保裕一／著（小学館）

『トーキョー・バビロン』馳星周／著（双葉社）

『ルート３５０』古川日出男／著（講談社）

『背負い富士』山本一力／著（文藝春秋）

『石に言葉を教える』柳田邦男／著（新潮社）

『途方に暮れて、人生論』保坂和志／著（草思社）

『ロハス・シティの夜明け』稲本正／著（マガジンハ

ウス）

図書館だより
本　　　館　蕁烝5120
　　　　　　（火曜～金曜　午前10時～午後7時）
　　　　　　（土曜・日曜　午前10時～午後5時）
帷 子 分 館　蕁烽8530
桜ケ丘分館　蕁焉3473
　　　　　　（分館は全日　午前9時～午後5時）
http：//www.tosyokan.kani.gifu.jp/

●6／13（火）
　可児川苑 ………………………1:30～2:00
　日本ランド公民館 ……………2:10～2:30
　帷子小学校 ……………………2:50～3:30
　ふれあいセンター長坂 ………3:40～4:30
●6／14（水）
　愛岐ケ丘五丁目公園 …………2:10～2:40
　愛岐ケ丘中央公園 ……………2:50～3:30
　春里小学校 ……………………3:45～4:30
●6／16（金）
　奥山台あすなろ公園 …………1:30～2:05
　松伏団地 ………………………2:20～2:50
　旭小学校 ………………………3:10～4:30
●6／20（火）
　みずきケ丘三丁目公園 ………1:30～2:00
　今公民館 ………………………2:10～2:40
　清水ケ丘集会所 ………………2:55～3:30
　南帷子小学校 …………………3:45～4:30
●6／21（水）
　柿下公民館 ……………………1:30～2:00
　緑ケ丘二丁目バス停 …………2:10～2:50
　広見東連絡所 …………………3:05～3:30
　東明小学校 ……………………3:45～4:30

展示のご案内

【日時と場所】

【内容】　絵本の読み聞かせ、お話、紙芝居、本の紹

　　　　 介など

かにっ子タイム

新しく入った本

休館日

「ケーブルテレビ可児７ｃｈ」で毎日放映中！！

M E D I A 　 I N F O R M A T I O N

楽しい音楽とともに、市からの情報を提供しています。
ぜひお聞きください。

「FMでんでん」にて放送！

76．8MHｚ 毎週月～金曜日●FMでんでん
午前9時～9時１５分
午後5時～5時１５分（再放送）

毎日（７：３０・１２：００・１９：００・２０：３０・２２：００）
（土・日曜日は１４:００にも放送）

※番組の内容や時間は変更する
　ことがあります。

　可児で昔盛んに行われていた地歌舞伎。その
地歌舞伎を再びよみがえらせようと、さまざまな
取り組みが進んでいます。
★シリーズ：学校めぐり

6／3（土）～9（金）

●よみがえる可児の地歌舞伎（前編）

　5月21日、羽崎にある日吉神社の舞台で開催
された「山王座歌舞伎まつり」の模様を、舞台裏
の様子も交えて紹介します。
★シリーズ：きて！みて！アーラ

6／10（土）～16（金）

●よみがえる可児の地歌舞伎（後編）

　市では現在、男女共同参画推進条例（仮称）を
策定中です。どのような条例が必要なのか、一緒
に考えてみましょう。
★シリーズ：好きなのはカニダー

6／17（土）～23（金）

●誰もが自分らしく生きるために

　青少年に対して悪い印象ばかりお持ちではな
いですか。あなたの身近にいる立派な志を抱い
た若者たちを紹介します。
★シリーズ：図書館だより

6／24（土）～30（金）

●うるおいライフ

KANI city インフォメーション

【本館・分館】毎週月曜日、３０日（金）
 ※６月３０日（金）は館内整理日です。

広報かに ２００6.6.１



　3年連続で岐阜県体育大会２５才未満の部５０００Ｍで
優勝し、この春、（財）可児市体育連盟から特別優秀賞を
授与されました。
　フルマラソンへも3年前から挑戦し、昨年の福岡国際
マラソンでは、2時間２３分台の自己ベストを出しました。
秋以降は、本格的にマラソンへの調整に入り、１日に２２袰
から３０袰走り込むそうです。
　陸上を始めたのは中学の時。その時の先生との出会
いが、走る楽しさを教えてくれたそうです。最近では、小
学校からの要請に応えて、子どもたちにもその楽しさを
知って欲しいと講師も引き受けました。
　今後の目標は、「マラソンで2時間２０分を切ることです。」
とこれからも記録に挑戦していく決意を力強く語ってく
れました。

梅雨を思わせるような静かな雨が、深紅のバラにダ
イヤモンドをちりばめます。
（花フェスタ記念公園）

５月１日現在の市の人口　101,508人（男／50,529人　女／50,979人）　世帯数　36,551世帯　
　　　　　　（前月より264人増、昨年同月より537人増）

編集・発行／可児市役所　〒509-0292　岐阜県可児市広見一丁目1番地　蕁（0574）烝1111　蕭（0574）烋0345　URL http://www.city.kani.gifu.jp/

　武藤一宏さん

輝くバラ

広報かには古紙配合率１００％・白色度８０％再生紙を使用し、
地球に優しい大豆油１００％のインキで印刷されています。VOC成分
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